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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄水によって洗浄される水洗大便器であって、
　ボウル部と、洗浄水を吐出するリム吐水口及びジェット吐水口と、排水トラップ管路と
を備えた便器本体と、
　洗浄水を貯水する貯水タンクと、
　洗浄水を上記リム吐水口及び上記貯水タンクに供給する洗浄水供給手段と、
　この洗浄水供給手段による上記リム吐水口及び貯水タンクへの洗浄水の流量を制御する
制御手段と、
　上記貯水タンクに貯水された洗浄水を加圧してジェット側給水路を経て上記ジェット吐
水口に供給するポンプと、を有し、
　上記洗浄水供給手段は、洗浄水を所定の流量に調整する定流量弁と、この定流量弁の下
流側に設けられた開閉弁と、この開閉弁の下流に設けられ、上記リム吐水口へ給水される
洗浄水の流量と上記貯水タンクへの供給される洗浄水の流量を切り替えて調整する給水路
切替弁を備え、
　上記制御手段は、上記便器本体の洗浄開始時に、上記リム吐水口及び貯水タンクに供給
される洗浄水の総流量を１００％としたとき、先ず、上記便器本体にリム吐水口及びジェ
ット吐水口から洗浄水の吐水を開始する前に、上記給水路切替弁を切り替えて、貯水タン
クへ供給される洗浄水の流量が少なくとも５０％～１００％となるようにし、次に、上記
開閉弁を開操作することにより上記給水路切替弁の上流側に存在する圧縮空気を予め上記
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貯水タンクへ排出し、その後、上記給水路切替弁を切り替えて、洗浄水の流量の１００％
がリム吐水口に供給されるようにして上記便器本体のリム吐水口からの洗浄水の吐水を開
始し、上記ポンプを作動して上記便器本体のジェット吐水口からの洗浄水の吐水を開始す
ることにより上記便器本体を洗浄することを特徴とする水洗大便器。
【請求項２】
　上記制御手段は、上記給水路切替弁を徐々に切り替えて、洗浄水の流量の１００％がリ
ム吐水口に供給されるようにした請求項１記載の水洗大便器。
【請求項３】
　上記制御手段は、上記給水路切替弁を切り替えて、貯水タンクへ供給される洗浄水の流
量が少なくとも７５％～１００％となるようにする請求項１又は請求項２記載の水洗大便
器。
【請求項４】
　上記制御手段は、上記給水路切替弁を切り替えて、貯水タンクへ供給される洗浄水の流
量が１００％となるようにする請求項１又は請求項２記載の水洗大便器。
【請求項５】
　上記制御手段は、洗浄開始前の待機状態において、上記給水路切替弁を、リム吐水口へ
供給される洗浄水の流量が少なくとも５０％～１００％となるように設定する請求項１乃
至４の何れか１項記載の水洗大便器。
【請求項６】
　上記制御手段は、洗浄開始前の待機状態において、上記給水路切替弁を、リム吐水口へ
供給される洗浄水の流量が１００％となるように設定する請求項１乃至４の何れか１項記
載の水洗大便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗大便器に係り、特に、加圧した洗浄水によって洗浄される水洗大便器に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、特許文献１に示されているように、便器のボウル部とトラップ排水路へ洗浄
水を供給して、サイホン作用を発生させ、これにより、ボウル部内の汚物を排出するよう
にしたサイホンジェット式便器が知られている。
　この特許文献１の便器では、先ず、ボウル部の洗浄開始時に、ボウル部用流量調節弁を
制御してリム通水路に小流量の洗浄水を供給してリム通水路内の空気を排除し、次に、大
流量の洗浄水をリム通水路に供給して、ボウル部を洗浄するようにしている。
【０００３】
【特許文献１】特許第２７７７２１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような特許文献１の便器においては、ボウル部の洗浄開始時に、小流量の洗浄水を
供給することによりリム通水路内の残留する空気を排除するので、いきなり、大流量の洗
浄水を供給するような場合に生じる洗浄水のはね飛び等の不具合を防止することができる
利点がある。
【０００５】
　しかしながら、ボウル部用流量調節弁のような開閉弁の上流側には定流量弁等により圧
縮された空気が存在し、この圧縮空気が、開閉弁を開操作した瞬間に、一気に開放される
ので、それによる異音の発生や水はねの問題が生じる可能性があり、その問題点は依然と
して解決されていない。特に、定流量弁等の１次圧が高い水道管の場合には、その問題の
発生の可能性が大きくなる。
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【０００６】
　そこで、本発明は、上述した従来の問題点を解決するためになされたものであり、便器
洗浄の際のリム吐水時に生じる異音の発生や水はね等を防止することができる水洗大便器
を提供すること目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決するために、本発明は、洗浄水によって洗浄される水洗大便器であ
って、ボウル部と、洗浄水を吐出するリム吐水口及びジェット吐水口と、排水トラップ管
路とを備えた便器本体と、洗浄水を貯水する貯水タンクと、洗浄水をリム吐水口及び貯水
タンクに供給する洗浄水供給手段と、この洗浄水供給手段によるリム吐水口及び貯水タン
クへの洗浄水の流量を制御する制御手段と、貯水タンクに貯水された洗浄水を加圧してジ
ェット側給水路を経てジェット吐水口に供給するポンプと、を有し、洗浄水供給手段は、
洗浄水を所定の流量に調整する定流量弁と、この定流量弁の下流側に設けられた開閉弁と
、この開閉弁の下流に設けられ、リム吐水口へ給水される洗浄水の流量と貯水タンクへの
供給される洗浄水の流量を切り替えて調整する給水路切替弁を備え、制御手段は、便器本
体の洗浄開始時に、リム吐水口及び貯水タンクに供給される洗浄水の総流量を１００％と
したとき、先ず、便器本体にリム吐水口及びジェット吐水口から洗浄水の吐水を開始する
前に、給水路切替弁を切り替えて、貯水タンクへ供給される洗浄水の流量が少なくとも５
０％～１００％となるようにし、次に、開閉弁を開操作することにより給水路切替弁の上
流側に存在する圧縮空気を予め貯水タンクへ排出し、その後、給水路切替弁を切り替えて
、洗浄水の流量の１００％がリム吐水口に供給されるようにして便器本体のリム吐水口か
らの洗浄水の吐水を開始し、ポンプを作動して便器本体のジェット吐水口からの洗浄水の
吐水を開始することにより便器本体を洗浄することを特徴としている。
【０００８】
　このように構成された本発明においては、制御手段が、便器本体の洗浄開始時に、先ず
、給水路切替弁を切り替えて、貯水タンクへ供給される洗浄水の流量が少なくとも５０％
～１００％となるようにし、この状態で、開閉弁を開操作するようにしたので、給水路切
替弁の上流側に存在する圧縮空気を給水タンクへ排出することができるので、この圧縮空
気による異音の発生やリム吐水口からの水はね等を防止することができる。さらに、その
後、給水路切替弁を切り替えて、洗浄水の流量の１００％がリム吐水口に供給される。
【０００９】
　本発明において、好ましくは、制御手段は、給水路切替弁を徐々に切り替えて、洗浄水
の流量の１００％がリム吐水口に供給されるようにした。
　このように構成された本発明においては、給水路切替弁を徐々に切り替えて、洗浄水の
流量の１００％がリム吐水口に供給されるようにしたので、リム吐出口に大量の洗浄水が
一気に供給されることなく、リム吐水口に徐々に洗浄水が供給されるので、給水路切替弁
の下流側に残留する空気をリム吐水口からスムーズに排出することができ、それにより、
残留空気が一気に排出されるときに生じる異音の発生や水はね等も防止することができる
。
【００１０】
　本発明において、好ましくは、制御手段は、給水路切替弁を切り替えて、貯水タンクへ
供給される洗浄水の流量が少なくとも７５％～１００％となるようにする。
　このように構成された本発明によれば、より効果的に、圧縮空気による異音の発生やリ
ム吐水口からの水はね等を防止することができる。
【００１１】
　本発明において、好ましくは、制御手段は、給水路切替弁を切り替えて、貯水タンクへ
供給される洗浄水の流量が１００％となるようにする。
　このように構成された本発明によれば、より効果的に、圧縮空気による異音の発生やリ
ム吐水口からの水はね等を防止することができる。
【００１２】
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　本発明において、好ましくは、制御手段は、洗浄開始前の待機状態において、給水路切
替弁を、リム吐水口へ供給される洗浄水の流量が少なくとも５０％～１００％となるよう
に設定する。
　このように構成された本発明においては、給水路切替弁の上流にある開閉弁が故障した
場合でも、洗浄水のほとんどはリム吐水口からボウル部に排出されるので、貯水タンクの
オーバーフローを防止することができる。
【００１３】
　本発明において、好ましくは、制御手段は、洗浄開始前の待機状態において、給水路切
替弁を、リム吐水口へ供給される洗浄水の流量が１００％となるように設定する。
　このように構成された本発明においては、給水路切替弁の上流にある開閉弁が故障した
場合でも、洗浄水の全てがリム吐水口からボウル部に排出されるので、貯水タンクのオー
バーフローを防止することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の水洗大便器によれば、便器洗浄の際のリム吐水時に生じる異音の発生や水はね
等を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　次に、添付図面を参照して、本発明の実施形態による水洗大便器を説明する。
　先ず、図１乃至図３により、本発明の実施形態による水洗大便器の構造を説明する。こ
こで、図１は、本発明の実施形態による水洗大便器の側面図であり、図２は図１に示す水
洗大便器の平面図であり、図３は本発明の実施形態による水洗大便器を示す全体構成図で
ある。
【００１６】
　図１及び図２に示すように、本発明の実施形態による水洗大便器１は、便器本体２と、
この便器本体２の上面に配置された便座４と、便座４を覆うように配置されたカバー６と
、便器本体２の後方上部に配置された局部洗浄装置８と、を備えている。さらに、便器本
体２の後方には、機能部１０が配置されており、この機能部１０はサイドパネル１１によ
り覆われている。
【００１７】
　便器本体２には、汚物を受けるボウル部１２と、このボウル部１２の底部から延びる排
水トラップ管路１４と、ジェット吐水を行うジェット吐水口１６と、リム吐水を行うリム
吐水口１８が形成されている。
　ジェット吐水口１６は、ボウル部１２の底部に形成されており、排水トラップ管路１４
の入口に指向してほぼ水平に配置され、洗浄水を排水トラップ管路１４に向けて吐出する
ようになっている。
　リム吐水口１８は、ボウル部１２の左側上部後方に形成されており、ボウル部１２の上
縁に沿って洗浄水を吐出するようになっている。
【００１８】
　排水トラップ管路１４は、入口部１４ａと、この入口部１４ａから上昇するトラップ上
昇管１４ｂと、このトラップ上昇管１４ｂから下降するトラップ下降管１４ｃとからなり
、トラップ上昇管１４ｂとトラップ下降管１４ｃとの間が頂部１４ｄとなっている。
　ここで、排水トラップ管路１４のトラップ下降管１４ｃの下端には、排水管１５が接続
されている。
【００１９】
　本実施形態による水洗大便器１は、洗浄水を供給する水道に直結されており、水道の給
水圧力によりリム吐水口１８から洗浄水が吐出される。また、ジェット吐水に関しては、
後述するように、機能部１０に内蔵された貯水タンク２０に貯水された洗浄水を加圧ポン
プ２２によって加圧して、大流量でジェット吐水口１６から吐出させるようになっている
。
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【００２０】
　次に、図３により、本実施形態による水洗大便器１の機能部１０を詳細に説明する。
　図３に示すように、機能部１０には、水道から洗浄水が供給される給水路２４が設けら
れ、この給水路２４には、上流側から、止水栓２６、ストレーナ２８、分岐金具３０、定
流量弁３２、ダイヤフラム式の電磁開閉弁３４、給水路切替弁３６がそれぞれ設けられて
いる。
【００２１】
　これらの定流量弁３２、電磁開閉弁３４、及び、給水路切替弁３６は、後述するように
、バルブユニット３７として、一体的に組立られたものとなっている。
　また、給水路切替弁３６の下流側には、リム吐水口１８に洗浄水を供給するためのリム
側給水路３８、及び、貯水タンク２０に洗浄水を供給するためのタンク側給水路４０が接
続されている。
【００２２】
　ここで、定流量弁３２は、止水栓２６、ストレーナ２８、分岐金具３０を介して流入し
た洗浄水を、所定の流量以下に絞るためのものである。また、定流量弁３２を通過した洗
浄水は、電磁開閉弁３４に流入し、電磁開閉弁３４を通過した洗浄水は、給水路切替弁３
６により、リム側であるリム側給水路３８からリム吐水口１８へ、又は、タンク側である
タンク側給水路４０から貯水タンク２０に供給されるようになっている。ここで、詳細は
後述するように、給水路切替弁３６は、リム側給水路３８とタンク側給水路４０の両方に
同じタイミングで洗浄水を供給可能であって、リム側とタンク側への給水量の割合を任意
に変更できる切替弁である（図５参照）。
【００２３】
　また、貯水タンク２０の下部には、ポンプ側給水路４５が接続されており、このポンプ
側給水路４５の下流端にはポンプ室２２ａを備えた加圧ポンプ２２が接続されている。さ
らに、加圧ポンプ２２とジェット吐水口１６はジェット側給水路４６により接続されてお
り、加圧ポンプ２２が、貯水タンク２０に貯水された洗浄水を加圧してジェット吐水口１
６まで供給するようになっている。
【００２４】
　ジェット側給水路４６は、図３に示すように、上方に向けて凸型に形成されており、こ
の凸型部分の頂部４６ａが最高位置となっている。
【００２５】
　次に、上述したリム側給水路３８には、リム吐水用バキュームブレーカ４８が設けられ
ており、給水路２４に負圧が発生した時に洗浄水のリム吐水口１８からの逆流を防止して
いる。また、リム吐水用バキュームブレーカ４８は、図３に示すように、ボウル部１２の
上端面よりも上方に配置され、これにより、逆流を確実に防止している。さらに、リム吐
水用バキュームブレーカ４８の大気開放部から溢れた洗浄水は、戻り管路５０を通って貯
水タンク２０に流入するようになっている。
　タンク側給水路４０にも、逆止弁であるバキュームブレーカ４２が設けられており、洗
浄水の貯水タンク２０からの逆流を防止している。
【００２６】
　ここで、貯水タンク２０は、密閉タイプの貯水タンクであり、タンク側給水路４０と貯
水タンク２０の接続部には、ボール式逆止弁４３が設けられている。このボール式逆止弁
４３により、貯水タンク２０が後述するオーバーフロー流路７０の上端７０ａの位置を越
えて満水状態になった場合でも、ボール４３ａが浮上して、タンク側給水路４０との接続
部を閉鎖するので、洗浄水がタンク側給水路４０に逆流することがないようになっている
。
【００２７】
　同様に、戻り管路５０と貯水タンクの接続部にも、同様に、ボール式逆止弁４４が設け
られており、貯水タンク２０が後述するオーバーフロー流路７０の上端７０ａの位置を越
えて満水状態になった場合でも、洗浄水が戻り管路５０に逆流することはないようになっ
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ている。
【００２８】
　さらに、ポンプ側給水路４５には、逆止弁であるジェット吐水用フラッパー弁５６及び
水抜栓５８が設けられている。これらのジェット吐水用フラッパー弁５６及び水抜栓５８
は、加圧ポンプ２２よりも下方の、貯水タンク２０の下端部付近の高さに配置されている
。このため、水抜栓５８を開放することにより、メンテナンス時等に貯水タンク２０内及
び加圧ポンプ２２内の洗浄水を排出することができるようになっている。また、貯水タン
ク２０と加圧ポンプ２２の間にジェット吐水用フラッパー弁５６を配置することにより、
貯水タンク２０内の水位が加圧ポンプ２２の高さよりも低くなった場合に、洗浄水が加圧
ポンプ２２から貯水タンク２０に逆流し、加圧ポンプ２２内の洗浄水が抜け加圧ポンプ２
２が空運転してしまうことを防止している。また、加圧ポンプ２２の下方には、水受けト
レイ６０が配置されており、結露した水滴や漏水を受けるようになっている。
【００２９】
　また、機能部１０には、電磁開閉弁３４の開閉操作、給水路切替弁３６の切替操作、及
び、加圧ポンプ２２の回転数や作動時間等を制御するコントローラ６２が内蔵されている
。
【００３０】
　貯水タンク２０の内部には、上端フロートスイッチ６４ａ、及び、下端フロートスイッ
チ６４ｂが配置されている。
　上端フロートスイッチ６４ａは、貯水タンク２０内の水位が通常使用時の最高水位Ｌ１
より少しだけ低い所定位置Ｌ２に達するとオンに切り替わり、コントローラ６２はこれを
検知して、電磁開閉弁３４を閉鎖させる。
　下端フロートスイッチ６４ｂは、貯水タンク２０内の水位が通常使用時の最低水位Ｌ３
より少しだけ高い所定の水位Ｌ４まで低下するとオンに切り替わり、コントローラ６２は
これを検知して、加圧ポンプ２２を停止させる。
【００３１】
　さらに、オーバーフロー流路７０が設けられ、このオーバーフロー流路７０の上端７０
ａは貯水タンク２０内に開口し、その下端７０ｂは、ジェット側給水路４６に接続されて
いる。
　このオーバーフロー流路７０には逆止弁であるフラッパー弁７２が取り付けられている
。このオーバーフロー流路７０及びフラッパー弁７２により、洗浄水のジェット吐水口１
６からの逆流を防止すると共に、これらの間の縁切りを行うことができるようになってい
る。
【００３２】
　コントローラ６２は、使用者による便器洗浄スイッチ（図示せず）の操作により、電磁
開閉弁３４、給水路切替弁３６、加圧ポンプ２２を順次作動させ、先ずリム吐水口１８か
ら吐水し、リム吐水を継続させながら、次にジェット吐水口１６からの吐水を開始させて
、ボウル部１２を洗浄する。さらに、コントローラ６２は、洗浄終了後、電磁開閉弁３４
を開放し、給水路切替弁３６を貯水タンク２０側に切り替えて洗浄水を貯水タンク２０に
補給する。貯水タンク２０内の水位が上昇し、上端フロートスイッチ６４ａが規定の貯水
量を検出すると、コントローラ６２は、電磁開閉弁３４を閉鎖して給水を停止する。
【００３３】
　次に、図４及び図５により、バルブユニット３７（特に給水路切替弁３６）の構造を詳
細に説明する。図４は本発明の実施形態による水洗大便器の給水路切替弁のタンク側給水
の状態を示す部分構成図であり、図５は本発明の実施形態による水洗大便器の給水路切替
弁がリム吐水口側及び貯水タンク側の両方に給水する状態を示す部分構成図である。
【００３４】
　先ず、図４に示すように、電磁開閉弁３４は、ダイヤフラム３４ａとこのダイヤフラム
３４ａを開閉するためのソレノイド３４ｂを備えている。
　また、給水路切替弁３６は、上流の定流量弁３２側に開口する第１ポート３６ａ、タン
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ク側給水路４０に開口する第２ポート３６ｂ、リム側給水路３８に開口する第３ポート３
６ｃを備えている。給水切替弁３６は、これらの各ポートを切り替えるための、ロータ（
弁体）３６ｄを備え、このロータ３６ｄが、駆動モータであるステッピングモータ（図示
せず）により所望位置に駆動されるようになっている。
【００３５】
　具体的には、給水路切替弁３６において、洗浄水を貯水タンク２０に供給する場合は、
図４に示すように、第３ポート３６ｃを閉鎖して第１ポート３６ａと第２ポート３６ｂを
連通させ、一方、図示しないが、洗浄水をリム吐水口１８に供給する場合は、第２ポート
３６ｂを閉鎖して第１ポート３６ａと第３ポート３６ｃを連通させる。
　さらに、図５に示すように、給水路切替弁３６において、ロータ３６ｄにより、第２ポ
ート３６ｂと第３ポート３６ｃのそれぞれの一部を閉鎖することにより、給水路２４をリ
ム側給水路３８とタンク側給水路４０の両方に連通させることもできるようになっている
。
【００３６】
　このように、本実施形態においては、給水路切替弁３６においてロータ３６ｄを駆動す
ることにより、リム吐水口１８（リム側）と貯水タンク２０（貯水タンク側）に供給され
る洗浄水の総流量を１００％とした場合に、全洗浄水をリム側に供給する状態（リム側１
００％）から全洗浄水を貯水タンク側に供給する状態（貯水タンク側１００％）までの範
囲で切り替え操作できるようになっている。
【００３７】
　次に、図６により、本実施形態による水洗大便器の洗浄動作を説明する。図６は、本発
明の実施形態による水洗大便器の洗浄動作を示すタイムチャートである。
【００３８】
　図６に示すように、先ず、待機状態（時刻ｔ０～ｔ１）において、給水路切替弁３６は
、リム側給水路３８とタンク側給水路４０の両方に連通する中立位置となっている。即ち
、給水路切替弁３６はリム側５０％貯水タンク側５０％の状態となっている。このように
中立位置とすることにより、後述するタンク側１００％への切替時間を短縮できる。
【００３９】
　なお、本実施形態においては、この待機状態（時刻ｔ０～ｔ１）において、給水路切替
弁３６をリム側５０％～１００％の位置に設定するようにしても良い。
　このように、待機状態において、給水切替弁３６を設定することにより、給水路切替弁
３６の上流にある電磁開閉弁３４が故障した場合でも、洗浄水のほとんどはリム吐水口１
８からボウル部１２に排出されるので、貯水タンク２０のオーバーフローを防止すること
ができる。特に、リム側１００％の位置に設定した場合には、洗浄水の全てがリム吐水口
１８からボウル部１２に排出されるので、貯水タンク２０のオーバーフローを確実に防止
することができる。
【００４０】
　次に、この待機状態（時刻ｔ０～ｔ１）で、便器洗浄スイッチ（図示せず）を操作する
（時刻ｔ１）と、即ち、洗浄開始の信号を受けると、前リム吐水（時刻ｔ１～ｔ１１）が
開始される。このとき（時刻ｔ１）、給水路切替弁３６は、リム側５０％貯水タンク側５
０％の中立位置から、タンク側給水路４０に全開状態（タンク側１００％）の位置に切り
替えられ、時刻ｔ２～ｔ３の間（０．２秒）、この状態が保持される。
【００４１】
　次に、給水路切替弁３６がタンク側１００％になったとき、即ち、時刻ｔ２において、
電磁開閉弁３４をＯＮとして、洗浄水を給水路２４に流入させる。これにより、給水切替
弁３６の上流側にある給水路２４内に残留する圧縮空気を貯水タンク２０内に排出するこ
とができる。この結果、給水切替弁３６をいきなりリム側であるリム側給水路３８に切り
替えた場合に生じるリム吐水口１８からの空気の異音（排出音）の発生や水はね等を防止
することができる。
【００４２】
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　ここで、本実施形態では、時刻ｔ２において、貯水タンク側５０％～１００％の範囲で
給水路切替弁３６を切り替えるようにしても良いし、貯水タンク側７５％～１００％の範
囲で給水路切替弁３６を切り替えるようにしても良い。
　この場合、貯水タンクに供給する洗浄水量が多いほど、リム吐水口１８からの空気の異
音（排出音）の発生や水はね等を効果的に防止することができる。
【００４３】
　次に、時刻ｔ３～ｔ４の間に、給水切替弁３６をタンク側全開位置（貯水タンク側１０
０％）からリム側全開位置（リム側１００％）に徐々に切り替え、洗浄水をリム吐水口１
８へ少量づつ供給し、洗浄水をリム吐水口１８から吐水する。これにより、リム吐出口１
８に大量の洗浄水が一気に供給されることなく、リム吐水口１８に徐々に洗浄水が供給さ
れるので、給水路切替弁３６の下流側のリム側給水路３８内に残留する空気をリム吐水口
１８からスムーズに排出することができ、それにより、残留空気が一気に排出されるとき
に生じる異音の発生や水はね等も防止することができる。
【００４４】
　次に、時刻ｔ２から所定時間（例えば、５秒）経過後、時刻ｔ５～ｔ１１の間において
、ジェット吐水を行うために、加圧ポンプ２２をＯＮとし、加圧ポンプ２２が貯水タンク
２０内の洗浄水をジェット吐水口１６へ供給し、洗浄水をジェット吐水口１６から吐水す
る。
【００４５】
　このジェット吐水のとき、加圧ポンプ２２の回転数をコントローラ６２が以下のように
制御する。
　先ず、加圧ポンプ２２は、時刻ｔ６～ｔ７において、比較的低速（例えば、１０００ｒ
ｐｍ）に保持され、これにより、ジェット側給水路４６の頂部４６ａの近傍（即ち、ボウ
ル部１２の溜水面より上方に位置する部分）に在留する空気をゆっくりとジェット吐水口
１６から排出する。この結果、加圧ポンプ２２をいきなり本来の高速回転で始動した場合
に生じるジェット吐水口１６からの空気の排出音の発生を防止することができる。
【００４６】
　次に、時刻ｔ８～ｔ９において、加圧ポンプ２２を高速回転（例えば、３５００ｒｍｐ
）させる。これにより、加圧ポンプ２２による加圧力が大きくなり、ジェット吐水口１６
から大流量の洗浄水が吐水される。このとき、リム吐水口１８から継続してリム吐水がな
されているので、リム吐水口１８から吐水される洗浄水の流量が加わり、大流量の洗浄水
が、排水トラップ管路１４の入口部１４ａに流入し、サイホン現象が急速に引き起こされ
、ボウル部１２内の溜水及び汚物が素早く排出される。このとき、排水トラップ管路１４
の入口部１４ａに流入する流量（第１の流量）は、リム吐水による流量とジェット吐水に
よる流量の合計で、７５リットル／分～１２０リットル／分であり、従来と比較して大流
量となっている。
【００４７】
　次に、時刻ｔ９～ｔ１１において、排水トラップ管路１４の入口部１４ａに流入する洗
浄水の流量（第２の流量）を、上記の流量（第１の流量）よりも少ない流量とするために
、加圧ポンプ２２の回転数を少し低減させる。この図５の例では、第２の流量を排水トラ
ップ管路１４の入口部１４ａに流入させるために、加圧ポンプ２２の回転数を２段階（例
えば、３３００ｒｍｐと３２００ｒｐｍ）に減速させるようになっている。このとき、加
圧ポンプ２２の回転数は、１段階で変化させなくてもよく、また、３段階以上に減速させ
るようにしてもよい。
【００４８】
　このようにして、第１の流量により発生したサイホン現象が終了する直前（時刻ｔ９）
に、排水トラップ管路１４の入口部１４ａに第１の流量よりも少ない第２の流量の洗浄水
を流入させているので、汚物搬出可能な流速を生じさせかつ排水トラップ管路１４の何れ
かの部位の断面をシールしてサイホン作用を継続させることができる。
【００４９】



(9) JP 5263704 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

　次に、時刻ｔ１１において、貯水タンク２０内の洗浄水の水位が低下して、下端フロー
トスイッチ６４ｂがＯＮとなると、加圧ポンプ２２の作動を停止する。このとき、加圧ポ
ンプ２２の回転数を、ジェット吐水口１６からの吐水が漸減するように、時刻ｔ１１から
時刻ｔ１２までの間、ゆっくりと低減させる。これにより、サイホン作用が急激に途切れ
ることにより生じるサイホン切れ音の発生を防止することができる。
【００５０】
　時刻ｔ１１において、ジェット吐水は終了したが、このとき、リム吐水は依然として継
続しており、時刻ｔ１１から時刻ｔ１３までの所定時間（例えば、４秒）、リム吐水（後
リム吐水）だけ継続される。
　この後、時刻ｔ１３～ｔ１４において、給水路切替弁３６をリム側全開からタンク側全
開に切り替える。これにより、貯水タンク２０内に洗浄水が貯水される。
　次に、時刻ｔ１５において、貯水タンク２０内の水位が上昇することにより、上端フロ
ートスイッチ６４ａがＯＮとなり、これにより、電磁開閉弁３４がＯＦＦ（閉操作）とな
り、洗浄水の貯水タンク２０内への流入が停止される。
【００５１】
　次に、時刻ｔ１６において、給水切替弁３６がリム側とタンク側の両方に連通する中立
位置に戻り、待機状態（時刻ｔ０と同じ状態）に復帰する。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の実施形態による水洗大便器の側面図である。
【図２】図１に示す水洗大便器の平面図である。
【図３】本発明の実施形態による水洗大便器を示す全体構成図である。
【図４】本発明の実施形態による水洗大便器の給水路切替弁のタンク側給水の状態を示す
部分構成図である。
【図５】本発明の実施形態による水洗大便器の給水路切替弁がリム吐水口側及び貯水タン
ク側の両方に給水する状態を示す部分構成図である。
【図６】本発明の実施形態による水洗大便器の洗浄動作を示すタイムチャートである。
【符号の説明】
【００５３】
　１　水洗大便器
　２　便器本体
　１０　機能部
　１２　ボウル部
　１４　排水トラップ管路
　１６　ジェット吐水口
　１８　リム吐水口
　２０，８０　貯水タンク
　２２　加圧ポンプ
　２４　給水路
　３２　定流量弁
　３４　電磁開閉弁
　３６　給水路切替弁
　３８　リム側給水路
　４０　タンク側給水路
　４３，４４　ボール式逆止弁
　４５　ポンプ側給水路
　４６　ジェット側給水路
　６２　コントローラ
　６４ａ　上端フロートスイッチ
　６４ｂ　下端フロートスイッチ
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　７０　オーバーフロー流路

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】
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